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香 川 県

〇 議 長 選 挙

山 本 直 樹 議 長 は 、 五 月 二 日 辞 職 し 、 同 日 次 の 者

が 選 挙 さ れ た 。

議 長 平 木 享

〇 副 議 長 選 挙

水 本 勝 規 副 議 長 は 、 五 月 二 日 辞 職 し 、 同 日 次 の

者 が 選 挙 さ れ た 。

副 議 長 宮 本 欣 貞

静 岡 市

〇 教 育 委 員 会 委 員 任 命

辻 美 笑 子 委 員 は 、 四 月 二 十 三 日 任 期 満 了 し 、 同

月 二 十 四 日 次 の 者 が 任 命 さ れ た 。

教 育 委 員 会 委 員 ˆ 野 康 代

〇 議 長 選 挙

剣 持 邦 昭 議 長 は 、 四 月 二 十 七 日 辞 職 し 、 同 日 次

の 者 が 選 挙 さ れ た 。

議 長 石 上 顕 太 郎

〇 副 議 長 選 挙

井 上 恒 彌 副 議 長 は 、 四 月 二 十 七 日 辞 職 し 、 同 日

次 の 者 が 選 挙 さ れ た 。

副 議 長 田 中 敬 五

〇 監 査 委 員 選 任

佐 地 茂 人 委 員 及 び 中 山 道 晴 委 員 は 、 四 月 二 十 六

日 辞 職 し 、 同 月 二 十 七 日 次 の 者 が 選 任 さ れ た 。

監 査 委 員 牧 田 博 之

同 水 野 敏 夫

名 古 屋 市

〇 監 査 委 員 選 任

斎 藤 ま こ と 委 員 及 び 荒 川 和 夫 委 員 は 、 五 月 十 七

日 辞 職 し 、 同 日 次 の 者 が 選 任 さ れ た 。

監 査 委 員 伊 神 邦 彦

同 服 部 将 也

京 都 市

〇 議 長 選 挙

井 上 与 一 郎 議 長 は 、 五 月 十 六 日 辞 職 し 、 同 日 次

の 者 が 選 挙 さ れ た 。

議 長 大 西 均

〇 副 議 長 選 挙

安 井 つ と む 副 議 長 は 、 五 月 十 六 日 辞 職 し 、 同 日

次 の 者 が 選 挙 さ れ た 。

副 議 長 山 岸 た か ゆ き

〇 監 査 委 員 選 任

繁 夫 委 員 及 び 津 田 早 苗 委 員 は 、 五 月 二 十 七 日

辞 職 し 、 同 月 二 十 八 日 次 の 者 が 選 任 さ れ た 。

監 査 委 員 富 Ø 久 夫

同 谷 口 弘 昌

〇 教 育 委 員 会 委 員 再 任

朝 [ 史 子 委 員 は 、 六 月 五 日 再 任 さ れ た 。

〇 人 事 委 員 会 委 員 選 任

松 井 珍 男 子 委 員 は 、 六 月 七 日 任 期 満 了 し 、 同 月

八 日 次 の 者 が 選 任 さ れ た 。

人 事 委 員 会 委 員 坪 内 俊 明

堺 市

〇 議 長 選 挙

馬 場 伸 幸 議 長 は 、 五 月 二 十 一 日 辞 職 し 、 同 月 二

十 三 日 次 の 者 が 選 挙 さ れ た 。

議 長 吉 川 敏 文

〇 副 議 長 選 挙

小 西 一 美 副 議 長 は 、 五 月 二 十 三 日 辞 職 し 、 同 日

次 の 者 が 選 挙 さ れ た 。

副 議 長 米 谷 文 克

福 岡 市

新 旧

定 年 退 職 （ 保 健 福 祉 局 長 ） 井 進

同 （ 議 会 事 務 局 長 ） 森 英 之

（ 以 上 三 月 三 十 一 日 ）

財 政 局 長 （ 市 民 局 長 ） 阿 部 亨

市 民 局 長 職 員 四 宮 C 司

保 健 福 祉 局 長 （ 経 済 振 興 局 長 ） 中 島 淳 一 郎

経 済 観 光 文 化 局 長 職 員 永 渕 英 洋

農 林 水 産 局 長 （ 港 湾 局 長 ） 松 本 友 行

港 湾 局 長 職 員 野 見 山 勤

人 事 委 員 会 事 務 局

長

同 飯 田 光 夫

監 査 事 務 局 長 同 日 下 部 修

議 会 事 務 局 長 （ 監 査 事 務 局 長 ） 椋 野 清 彦

消 防 局 長 （ 農 林 水 産 局 長 ） 谷 山 昭

（ 以 上 四 月 一 日 ）

〇 監 査 委 員 選 任

お ば た 久 弥 委 員 及 び 川 辺 敦 子 委 員 は 、 五 月 三 十

一 日 辞 職 し 、 六 月 一 日 次 の 者 が 選 任 さ れ た 。

監 査 委 員 南 原 茂

同 栃 木 義 博

行 幸 啓
天 皇 皇 后 両 陛 下 は 、 六 月 十 一 日 午 前 十 時 十 七 分

御 出 門 、 こ ど も の 日 に ち な み 、 港 区 立 芝 浦 ア イ ラ

ン ド こ ど も 園 ・ 児 童 高 齢 者 交 流 プ ラ ザ （ 港 区 ） へ

行 幸 啓 、 午 後 零 時 七 分 還 幸 啓 に な っ た 。

官 庁 事 項

労 働

争議行為の通知の公表について
労働関係調整法（昭和21年法律第25号）第37条
第１項及び労働関係調整法施行令（昭和21年勅令
第478号）第10条の４第１項の規定に基づき、健
康保険病院労働組合から、夏季一時金等の要求に
関して、平成24年６月18日以降、同組合の組合員
が従事する別表に掲げる全職場（北海道、宮城県、
秋田県、福島県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉
県、東京都、神奈川県、石川県、福井県、山梨県、
静岡県、愛知県、三重県、滋賀県、京都府、大阪
府、兵庫県、奈良県、山口県、徳島県、愛媛県、
高知県、福岡県及び熊本県）において、争議行為
を行う旨の通知があったので、同条第４項の規定
に基づき公表する。
平成 24年６月 14日

厚生労働大臣 小宮山洋子

別表
北 海 道 札幌社会保険総合病院、北海道社会保

険病院及び北海道社会保険介護老人保
健施設

宮 城 県 仙台社会保険病院、東北厚生年金病院、
宮城社会保険病院及び宮城社会保険介
護老人保健施設

秋 田 県 秋田社会保険病院及び秋田社会保険介
護老人保健施設

福 島 県 社会保険二本松病院及び二本松社会保
険介護老人保健施設

栃 木 県 宇都宮社会保険病院及び宇都宮社会保
険介護老人保健施設

群 馬 県 社会保険群馬中央総合病院及び群馬社
会保険介護老人保健施設

埼 玉 県 社会保険大宮総合病院、埼玉社会保険
病院及び埼玉社会保険介護老人保健施
設

千 葉 県 千葉社会保険病院及び千葉社会保険介
護老人保健施設

東 京 都 社会保険中央総合病院及び社会保険蒲
田総合病院

神奈川県 川崎社会保険病院、川崎社会保険介護
老人保健施設、社会保険横浜中央病院
及び社会保険相模野病院

石 川 県 金沢社会保険病院及び金沢社会保険介
護老人保健施設

福 井 県 福井社会保険病院、福井社会保険介護
老人保健施設、社会保険高浜病院及び
高浜社会保険介護老人保健施設

山 梨 県 社会保険鰍沢病院及び鰍沢社会保険介
護老人保健施設

静 岡 県 三島社会保険病院、三島社会保険介護
老人保健施設及び社会保険桜ヶ丘総合
病院

愛 知 県 社会保険中京病院及び中京社会保険介
護老人保健施設

三 重 県 四日市社会保険病院及び四日市社会保
険介護老人保健施設

滋 賀 県 社会保険滋賀病院及び滋賀社会保険介
護老人保健施設

京 都 府 社会保険京都病院
大 阪 府 星ヶ丘厚生年金病院
兵 庫 県 社会保険神戸中央病院、神戸社会保険

介護老人保健施設及び社会保険神戸中
央病院付属ハーバーランド健康管理ク
リニック

奈 良 県 奈良社会保険病院
山 口 県 社会保険下関厚生病院及び下関社会保

険介護老人保健施設
徳 島 県 健康保険鳴門病院
愛 媛 県 宇和島社会保険病院及び宇和島社会保

険介護老人保健施設
高 知 県 厚生年金高知リハビリテーション病院
福 岡 県 健康保険直方中央病院、社会保険久留

米第一病院及び久留米社会保険介護老
人保健施設

熊 本 県 健康保険八代総合病院

指定修習機関が実務修習事務を行う事務所の所在
地の変更
弁理士法（平成12年法律第49号）第16条の３第
１項の規定により指定修習機関として指定された
日本弁理士会から、平成24年５月31日付けで、同
法第16条の４第２項の規定により、実務修習事務
を行う事務所の所在地の変更の届出があったの
で、同条第３項の規定に基づき公告する。
平成 24年６月 14日

経済産業大臣 枝野 幸男
１ 変更後の実務修習を行う事務所の所在地
\ 東京都千代田区霞が関三丁目４番２号 商
工会館・弁理士会館ビル

] 大阪府大阪市北区梅田三丁目３番20号 明
治安田生命大阪梅田ビル25階

^ 愛知県名古屋市中区栄二丁目10番19号 名
古屋商工会議所ビル８階

２ 変更しようとする年月日 平成23年３月１日
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